
○ 学校部活動は、生徒の自主的、自発的な参加により行われ、学校教育の一環として行われてきま

したが、少子化や学校の働き方改革が進展する中、これまでと同様の体制で運営することは難しく

なっています。 

○ こうした中、これからの学校部活動において、生徒の豊かなスポーツ・文化芸術活動を実現する

ためには、学校と地域が連携し、生徒や保護者の負担に十分考慮した上で、部活動の適正化に向け

た持続的な活動環境を整えていく必要があります。 

○ 本方針は、県教育委員会において、平成３１年３月に策定した「運動部活動の在り方に関する方

針」及び令和元年８月に策定した「文化部活動の在り方に関する方針」を統合した上で、改訂しま

した。 

 

                                                   ○ 県方針【改訂版】では、今までの県方針から、新たに以下の内容が加わり

ました。 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

★ 生徒の意思に反して強制的に加入させることがないようにすること 

□ 学校部活動は生徒の自主的、自発的な参加により行われることから、生徒の
学校部活動への入部は生徒の意思による任意です。 

★ 学校部活動の地域連携 
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□ 学校と地域が協働・融合した形での環境整備を推進し、他校種との合同練習
や地域のスポーツ・文化芸術団体等との一緒に活動するなど地域との連携を
深めます。 

□ 地域スポーツ・文化芸術活動の内容を生徒や保護者へ周知し、生徒が興味・
関心に応じて自分にふさわしい活動を選べるようにします。 

★ 感染予防対策及び生徒の健康管理 

 
□ 中央競技団体又は学校部活動に関わる各分野の関係団体等が作成する感染症 

予防に関するガイドラインなどを参考にし、感染予防対策に努めます。 



 

【休養日】 

週当たり２日以上 
※平日及び週末にそれぞれ１日以上 

 

【活動時間】 

平日２時間程度 

学校の休業日３時間程度 
  

 

【休養日】 
原則、週当たり２日以上 

 

【活動時間】 
原則、平日２時間程度 
原則、学校の休業日３時間程度 

 

※ ただし、高等学校段階では、中学校教育の基礎 

の上に多様な教育が行われている点に留意 

（例）競技種目の特性等により１日の活動時間が原 

則を超える場合、週当たりの活動時間の上限は 

16時間程度とする 等 

 

○生徒の心身の健康管理 

○体罰・ハラスメントの根絶 

○効率的・効果的なトレーニング

や練習、活動の積極的な導入 

○短時間で効果が得られる指導の

実施 

○活動用指導手引の活用 等 

○生徒や顧問の負担が過度とならな

いよう参加する大会等を精査 

○  

○ 生徒に対する安全指導 

○ 施設・設備の点検、安全対策 

○ 気象急変時等の安全確保 

○ 感染予防対策 等 
 

○中学校・高等学校の学習指導要領には、部活動について以下の内容が示

されています。 

 

・生徒の自主的、自発的な参加により行われる。 

・学習意欲の向上や責任感、連帯感の涵養等の育 

成につながる。 

・学校教育の一環として行われる。 

・地域の人々の協力、各種団体との連携などの運 

営上の工夫により持続可能な運営体制を整える。                                   


